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中小企業の授を使つたインフラ管理

さヅ鍮キ .r＼ 繁

ひ 1環撃をの 観鮨

薫

鉄道・大学と連携

中小企業が開発
操
縦

ヘ
リ

・
飛
行

ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
を
活
用
。

近
く

で
観
測
し
、

細
か
な
傷
み
を
把
握
で
き
る
よ
う
に

す
降
Ｆ
に

「東
大
隆
濡
梁
結
持
管
理
研
究
会

（仮

称
）
」
を
立
ち
上
げ
、
１
年
ほ
ど
か
け
て
実
証
実

験
に
取
り
組
む
。

電
子
部
品
や
シ
リ
ン
ダ
ー
の
製

造
、

め

っ
き
の
加
工
や
組
み
立
て
を
得
意
と
す
る

中
小
企
業
約
１０
社
に
大
学
側
が
協
力
し
て
専
用
機

器
を
開
発
。

南
海
電
鉄
の
橋
な
ど
で
実
験
し
、

現

揚
に
合
わ
せ
て
改
良
を
進
め
る
。

老
朽
化
が
進
ん
だ
橋
で
も
架
け
替
え
せ
ず
傷
ん

だ
部
分
を
早
期
に
補
修
す
れ
ば
、

よ
り
長
く
使
え

る
。

作
業
が
短
縮
さ
れ
る
こ
と
で
、

人
件
費
も
圧

縮
で
き
る
と
い
う
。

橋
以
外
の
イ
ン
フ
ラ

ヘ
応
用

し
、

中
小
企
業
の
活
性
化
に
も
結
び
つ
け
た
い
考

え
だ
。

橋
に
詳
し
く
、

研
究
会
代
表
に
な
る
坂
野
昌
弘

。
関
西
大
教
授
は

「
老
朽
化
し
た
橋
を
よ
り
長
く

持
た
せ
る
た
め
に
、

地
域
を
よ
く
知
る
中
小
企
業

に
維
持
管
理
を
担

っ
て
も
ら
う
仕
組
み
だ
。

日
本

全
国
、

世
界
の
イ
ン
フ
ラ
管
理
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス

に
な
れ
ば
」
と
話
し
て
い
る
。

（大
宮
司
聡
）

飛
行
ロ
ボ
な
ど
維
持
管
理
に
活
用

橋
守
！る
一東
大
阪
の
一横
一結
！集

大
阪
府
東
大
阪
市
な
ど
の
中
小
企
業
が
関
西

大
、

近
畿
大
、

開
海
グ
ル
ー
プ
と
連
携
し
、

鉄
道

や
道
路
の
橋
を
効
率
的
に
維
持
管
理
す
る
手
法
づ

く
り
に
乗
り
出
す
。

中
小
企
業
の
技
で
遠
隔
操
作

で
き
る
機
器
な
ど
を
開
発
。

細
部
を
チ

ェ
ッ
ク
し

て
橋
の
寿
命
を
延
ば
し
、

人
手
頼
み
か
ら
脱
却
し

て
コ
ス
ト
削
減
も
図
る
。

イ
ン
フ
ラ
の
老
朽
化
対

策
の

一
手
と
な
り
そ
う
だ
。

国
内
の
橋
の
多
く
は
鉄
道
会
社
や
道
路
会
社
の

下
請
け
企
業
が
維
持
管
理
を
担

っ
て
い
る
。

高
い

橋
脚
に
足
場
を
つ
く

っ
て
肉
眼
で
点
検
す
る
が
、

手
間
が
か
か
る
う
え
死
角
も
あ
る
。

そ
こ
で
高
所

を
撮
影
で
き
る
カ
メ
ラ
や
、

カ
メ
ラ
付
き
の
無
線


